
（1）

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ウ
ォ
ル
ト
ン

　
　
　
│
虚
実
複
合
の
世
界
が
私
に
開
か
れ
る
仕
方

横
　
　
地

　
　
徳

　
　
広

【
論

　
文
】

　
　
序

　

　
ケ
ン
ダ
ル
・
Ｌ
・
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
一
九
七
八
年
の
古
典
的
論
考
「
虚
構
を

恐
が
る（Fearing Fiction

）」（
以
下
、「
恐
が
る
」論
と
略
記
）で
、
ギ
リ
シ
ャ

悲
劇
や
フ
ョ
ー
ド
ル
・
Ｍ
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
罪
と
罰
』
も
念
頭
に
「
虚

構
」、「
感
情
」、「
原
則
（principle

）」
の
相
関
関
係
を
「
分
析
美
学
」
の
手

法
で
考
察
し
、
観
客
が
映
画
に
夢
中
に
な
る
と
、
直
接
の
危
険
は
な
い
「
グ

リ
ー
ン
・
ス
ラ
イ
ム
」
を
或
る
意
味
で
は
恐
が
る
仕
組
み
を
解
き
明
し
た
。

　
実
は
こ
う
し
た
「
恐
が
る
」
論
の
射
程
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』「
日
常
性
の
解
釈
学
」
で
あ
り
、
そ
の

背
景
と
な
っ
た
彼
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
解
釈
で
あ
る
註
１
。
す
な
わ
ち
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
が
主
著『
存
在
と
時
間
』（
一
九
二
七
年
）で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス『
弁

論
術
』
を
手
が
か
り
に
彫
琢
し
た「
情
態
性（

）」
概
念
や（SZ, 

§ 30

）、『
存
在
と
時
間
』
の
「
原
型
」註
２
と
言
わ
れ
る
一
九
二
四
／
二
五
年
冬

学
期
講
義
『
プ
ラ
ト
ン
：
ソ
ピ
ス
テ
ス
』（G

A
19

）
で
彼
が
提
示
し
た
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
六
巻
の
現
象
学
的
解
釈
で
あ
る
。

「
恐
が
る
」論
に
お
け
る
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
重
視
を
思
え
ば
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
思
想
的
共
通
性
は
当
然
と
言
え
る
か
も
し
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１ 

小
稿
の
目
的
の
一
つ
は
、
論
者
の
横
地
が
編
著
者
と
し
て
参
加
し
た
『
映
画
で
考

え
る
生
命
環
境
倫
理
学
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
）
の
拙
稿
二
つ
、
つ
ま
り
、
間

奏
「
生
命
環
境
倫
理
学
と
は
何
か
：
生
命
圏
と
技
術
圏
」
と
第
八
章
「〈
絶
対
戦
争
〉
後

の
世
界
を
考
え
る
こ
と
：『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
と
わ
れ
わ
れ
」
の
哲
学
的
前
提
を

示
す
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２ 

ハ
イ
デ
ガ
ー『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
現
象
学
的
解
釈
／
現
象
学
的
研
究
入
門
』（
ハ

イ
デ
ガ
ー
全
集
六
一
巻
、
門
脇
俊
介
訳
、
創
文
社
、
二
〇
〇
九
年
）
の
「
訳
者
後
記
」

を
参
照
。
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な
い
が
、
以
上
の
見
立
て
を
も
つ
小
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
ウ
ォ
ル
ト
ン

「
恐
が
る
」
論
の
長
所
に
検
討
の
範
囲
を
限
定
し
（cf. FF, p. 24

）註
３
、
同
論

の
方
向
性
に
肯
き
つ
つ
、
と
は
い
え『
プ
ラ
ト
ン
』講
義
か
ら『
存
在
と
時
間
』

へ
と
展
開
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
に
内
在
的
な
可
能
性
と
し
て「
恐
が
る
」

論
を
読
み
解
く
註
４
。

 

ウ
ォ
ル
ト
ン
の
主
張
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

諸
々
の
小
説
や
演
劇
、
映
画
が
わ
れ
わ
れ
の
人
生
に
占
め
る
重
要
な
位
置

が
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
に
見
え
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
は
虚
構
上
の
諸
世
界
の
外

側
に
（

）
立
つ
だ
け
で
あ
り
、
な
か
を
見
る
べ
く
自
分
の
鼻
を
不

可
侵
の
壁
に
押
し
つ
け
て
い
る
と
単
に
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
虚

構
上
の
諸
世
界
の
内
部
に
わ
れ
わ
れ
が
臨
在
す
る
こ
と
（our presence 

）
を
い
っ
た
ん
認
め
れ
ば
、
適
切
な
説
明
の
数
々

は
手
に
届
く
範
囲
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（FF, p. 25

）

　
意
識
を「
内
」、
世
界
を「
外
」
と
す
る
近
世
認
識
論
の「
主
観
客
観
図
式
」

に
頼
ら
ず
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
現
実
を
生
き
る
観
客
に
虚
構
世
界
が
開
か
れ
る

仕
方
を
問
う
た
わ
け
で
あ
る
註
５
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
も
「
世
界
内
存
在
（

W
elt-Sein

）」
と
い
う
「
存
在
体
制
」
を
提
示
し
て
件
の
主
客
図
式
を
批
判
し

た
が
（SZ, 

§12

）、
人
間
は
「
世
界
」
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
的
全
体
性
が

開
か
れ
る
「
場
」
と
い
う
意
味
で
「
現
存
在
（D

asein

）」
と
呼
ば
れ
た
（SZ, 

§28

）註
６
。
そ
の
存
在
体
制
を
「
日
常
性
の
解
釈
学
」
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に

す
る
さ
い
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
世
界
内
部
性
（

）」
に
注
目

し
た
が
（SZ, 

§16, 

§67

）、
こ
の
世
界
内
部
性
と
は
、
通
俗
的
な
時
間
様
相

で
言
え
ば
「
現
在
（G

egenw
art

）」、
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
概
念
の
「
脱
自
態
」
で

言
え
ば
非
本
来
的
な「
現
持（G

egenw
ärtigung

）」
が
際
立
つ
な
か（SZ, 

§81, 

§65, S. 359f.

）、
人
間
と
さ
ま
ざ
ま
な
存
在
者
と
の
か
か
わ
り
が
織
り
な
す

日
常
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
こ
と
で
あ
っ
た
註
７
。
こ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、

ウ
ォ
ル
ト
ン
「
恐
が
る
」
論
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
に
読
み
直
し
て
確
認
で
き
る

の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
映
画
鑑
賞
で
か
か
わ
る
作
品
の
虚
構
世
界
も
ま
た
世
界

内
部
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
一
つ
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
生
き
ら
れ
る
現
実
と

接
合
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。

（2）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３ 

「
恐
が
る
」
論
はJournal of P

hilosophy (vol. 75, no. 1, January 1978)

に
掲
載

後
、彼
の
論
文
集In O

ther Shoes

に
収
め
ら
れ
た
。

　
ウ
ォ
ル
ト
ン「
虚
構
を
恐
が
る
」
の
考
察
を
ふ
く
む
先
行
研
究
と
し
て
、
田
村
均「
虚

構
世
界
に
お
け
る
感
情
と
行
為
：
ケ
ン
ダ
ル
・
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
虚
構
と
感
情
の
理
論
」

（
名
古
屋
大
学
哲
学
会
編
『
名
古
屋
大
学
哲
学
論
集
』、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。
た
と

え
ば
清
塚
邦
彦
『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
哲
学
〔
改
訂
版
〕』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
七
年
）

の
第
七
章
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
意
義
と
意
味
」
で
は
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
自
己
批
判
が
と

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
恐
が
る
」
論
を
ふ
く
む
彼
の
思
想
的
変
遷
の
考
察
は
機
会

を
あ
ら
た
め
た
い
。
虚
構
論
の
簡
潔
明
瞭
な
概
観
は
大
浦
康
介
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
論
の

問
題
圏
」（
大
浦
編
『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
論
へ
の
誘
い
：
文
学
・
歴
史
・
遊
び
・
人
間
』

（
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。 

４ 

『
プ
ラ
ト
ン
』
講
義
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
解
釈
と
プ
ラ
ト

ン
解
釈
の
関
係
に
か
ん
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。W

alter A
. B

rogan, H
eidegger and 

A
ristotle: T

he Tw
ofoldness of B

eing

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５ 

主
客
図
式
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
超
越
の
エ
チ
カ
：
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
世
界
戦
争
・

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
』（
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
五
年
）
の
第
七
章
「
認
識
論
的
転
回
の
地
平

を
求
め
て
」
を
参
照
。
虚
実
の
あ
い
だ
で
重
ね
う
る
こ
と
／
え
な
い
こ
と
の
哲
学
的
考

察
を
行
な
っ
た
作
品
論
と
し
て
、
拙
稿
「
映
画
『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』
の
生
命
倫
理

学
：
虚
実
の
あ
い
だ
で
詭
弁
を
見
定
め
る
」（『
フ
ィ
ル
カ
ル
』、三
巻
一
号
、ミ
ュ
ー
、

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

６ 

門
脇
俊
介
『
理
由
の
空
間
の
現
象
学
：
表
象
的
志
向
性
批
判
』（
創
文
社
、

二
〇
〇
二
年
）
の
第
五
章
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
「
理
由
の
空
間
」
の
拡
張
」
を
参
照
。

７ 

世
界
内
部
性
に
つ
い
て
は
、
森
一
郎
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
哲
学
の
可
能
性
：
世
界
・

時
間
・
政
治
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
の
各
所
を
参
照
。
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小
稿
で
の
進
行
を
示
す
。
第
一
節
「
虚
構
へ
の
恐
怖
と
情
態
性
」
で
は
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
情
態
性
」
概
念
を
手
が
か
り
に
ウ
ォ
ル
ト
ン
「
恐
が
る
」
論

に
お
け
る
想
像
で
の
恐
怖
を
確
認
す
る
。
第
二
節
「
虚
実
複
合
世
界
の
開
か

れ
方
」
で
は
、
虚
構
と
現
実
が
複
合
さ
れ
た
世
界
を
現
存
在
が
開
く
仕
組
み

を
確
認
す
る
。
第
三
節
「
指
標
詞
と
虚
実
複
合
世
界
」
で
は
、
虚
実
複
合
世

界
で
指
標
詞
が
使
用
さ
れ
る
仕
方
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
志
向
性
」
概
念
史
の

観
点
か
ら
確
認
す
る
。
第
四
節
「
指
標
詞
と
虚
実
複
合
の
成
否
」
で
は
、『
存

在
と
時
間
』
で
論
じ
ら
れ
た
「
手
元
性
」
と
「
手
前
性
」
の
関
係
を
ふ
ま
え
、

指
標
詞
の
明
示
的
な
使
用
が
虚
実
複
合
の
成
功
を
証
立
て
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

　
こ
う
し
て
「
恐
が
る
」
論
の
長
所
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
内
在
的
可
能
性

と
し
て
考
察
し
た
結
果
、
分
析
美
学
が
そ
れ
な
り
に
は
架
橋
さ
れ
た
広
義
の

現
象
学
的
文
脈
に
お
い
て
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
ウ
ォ
ル
ト
ン
」
と
い
う
知
的
物

差
し
の
一
端
を
提
示
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

一
　
虚
構
へ
の
恐
怖
と
情
態
性

　
ホ
ラ
ー
映
画
の
ス
ラ
イ
ム
が
観
客
を
襲
う
か
の
よ
う
に
画
面
に
競
り
出
て

く
る
の
を
見
た
と
き
、「
彼
は
恐
が
っ
て
い
た
の
か
？
」（FF, p. 5

）。「
こ
の

問
い
は
、
虚
構
上
の
諸
世
界
が
現
実
世
界
か
ら
ど
れ
く
ら
い
〝
隔
た
っ
て
〞

い
る
の
か
と
い
う
、
い
っ
そ
う
大
き
な
問
題
の
一
部
で
あ
る
」（FF, p. 5

）。

　
も
ち
ろ
ん
、「
虚
構
上
の
諸
世
界
と
現
実
世
界
の
あ
い
だ
に
は
物
理
的
な

相
互
作
用
の
諸
々
を
封
じ
る
決
定
的
な
壁
が
あ
る
」
か
ら
（FF, p. 5

）、
ホ

ラ
ー
映
画
の
ス
ラ
イ
ム
は
、
た
と
え
３
Ｄ
で
あ
ろ
う
と
、
観
客
に
触
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
観
客
も
そ
れ
は
同
じ
で
、
ス
ラ
イ
ム
の
動
き
を
と
め
る
な

ど
の
「
物
理
的
介
入
は
現
実
の
人
び
と
に
は
不
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
単
に
虚
構
上
の
諸
存
在
者
（

）
に
対
し
て
心
理
的
な
態

度
は
と
り
う
る
し
、
よ
く
と
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
」（FF, p. 

5f.

）。
し
か
し
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
が
考
え
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、「
確
か
に
わ
れ
わ
れ
は
諸
々
の
物
語（stories

）に〝
と
ら
わ
れ
〞

る
」し
、「
小
説
を
読
む
と
き
、演
劇
あ
る
い
は
映
画
を
観
る
と
き
に
よ
く〝
感

情
的
に
没
頭
〞
す
る
」
が
、
わ
れ
わ
れ
は
「
虚
構
上
の
諸
存
在
者
」
に
対
し
て

現
実
と
同
じ
志
向
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（FF, p. 6

）。
映
画

の
ス
ラ
イ
ム
と
物
理
的
接
触
が
な
い
状
況
で
架
空
の
そ
れ
を
恐
が
る
観
客
の

「
生
理
的
／
心
理
的
状
態
」
を
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
「
半
恐
怖
（quasi-fear

）」
と
呼

び（FF, p. 6

）、観
客
の「
彼
は
筋
肉
が
緊
張
し
て
椅
子
を
ギ
ュ
ッ
と
つ
か
み
、

脈
が
速
く
な
っ
て
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
流
れ
出
す
」
状
態
を
例
示
す
る
（FF, p. 

6

）。
こ
の
半
恐
怖
は
、
想
像
で
の
恐
怖
と
現
実
で
の
恐
怖
に
共
通
す
る
契
機

だ
が
、
両
者
の
違
い
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
の
状
態
は
、
通
常
の
恐
怖
を
抱
い
た
ひ
と
の
状
態
と
決
定
的

に
異
な
る
。
ス
ラ
イ
ム
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
ち
ゃ
ん
と

気
づ
い
て
お
り
、
こ
の
事
実
は
、
彼
が
感
じ
る
の
は
〔
通
常
の
〕
恐
怖
で

あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
に
十
分
な
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。（FF, p. 6

）

　　
つ
ま
り
、
虚
実
の
違
い
を
見
定
め
て
い
る
こ
と
は
、
ス
ラ
イ
ム
と
い
う
虚

構
的
存
在
者
に
対
す
る
恐
怖
が
成
り
立
つ
た
め
の
超
越
論
的
条
件
で
あ
る
。

裏
返
し
て
言
え
ば
、
ホ
ラ
ー
映
画
を
現
実
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
な
ら
、
映
像

の
ス
ラ
イ
ム
を
本
当
に
怖
が
り
、
映
画
館
か
ら
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う

（cf. FF, p. 7

）。
こ
こ
で
、
虚
構
世
界
の
ス
ラ
イ
ム
へ
の
恐
怖
と
現
実
世
界

（3）
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の
実
在
物
へ
の
恐
怖
と
を
比
較
す
る
た
め
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
情
態
性
概
念
を

参
照
す
る
註
８
。

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
弁
論
術
』
で
「
怒
り
」
を
例
に
パ
ト
ス
の
三
契
機
を

明
ら
か
に
し
、
そ
れ
は
①
怒
り
が
む
か
う
「
相
手
（
誰
に
、tisin

）」、
②
怒

る
と
き
の「
心
の
状
態（

）」
と
③「
何
ゆ
え（epi poiois

）」
で
あ
っ

た
（R

hetorica, II-2, 1378a23f.

）。
こ
の
パ
ト
ス
論
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
独
自

に
解
釈
し
、
恐
れ
と
い
う
情
態
性
の
三
契
機
と
し
て
、
①
「
恐
れ
が
む
か
う

先
（

）」、
②
「
恐
れ
る
こ
と
自
体
（

selbst

）」、
③
「
恐
れ
る
さ
い
に
案
じ
ら
れ
る
も
の
（

）」

を
挙
げ
る
。
こ
の
三
契
機
は
相
即
し
て
働
く
の
で
、
現
実
世
界
に
あ
っ
て
た

と
え
ば
狂
犬
が
吠
え
る
声
を
公
園
で
聞
き
つ
け
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
遊
具
の
裏

手
に
隠
れ
な
が
ら
そ
の
犬
を
（vor

）
恐
が
る
（

）
と
き
、
危
機

的
状
況
の
な
か
で
狂
犬
に
脅
か
さ
れ
る
自
分
を
案
じ
る
（

）
仕
方
で
存
在

す
る
。
こ
う
し
て
狂
犬
と
い
う
世
界
内
部
的
存
在
者
が
情
態
的
に
開
示
さ
れ

る
と
同
時
に
、
そ
の
状
況
に
投
げ
こ
ま
れ
て
い
る
自
分
も
ま
た
情
態
的
に
開

示
さ
れ
る
。
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
情
態
性
の
三
契
機
で
そ
れ
ぞ
れ
開
示
さ

れ
る
の
は
、
①
パ
ト
ス
の
む
か
う
先
が
他
者
、
②
パ
ト
ス
を
も
つ
こ
と
自
体

が
危
機
的
状
況
、
③
パ
ト
ス
に
お
い
て
案
じ
ら
れ
る
も
の
が
自
分
自
身
で
あ

る
。

　
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
う
し
て
情
態
性
の
観
点
か
ら
日
常
的
現
実
の
恐
怖
を
考

察
し
、
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
実
は
こ
の
構
造
は
虚
構
へ
の
恐
怖

に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、
虚
構
へ
の
恐
怖
と
い
う
情
態
性
の

三
契
機
も
、
①
「
恐
怖
が
む
か
う
先
」、
②
「
恐
れ
る
こ
と
自
体
」、
③
「
恐

れ
る
さ
い
に
案
じ
ら
れ
る
も
の
」
だ
が
、
こ
の
三
契
機
は
相
即
し
て
働
く
。

た
と
え
ば
、
映
画
鑑
賞
中
に
ス
ラ
イ
ム
が
画
面
か
ら
飛
び
出
す
か
の
よ
う
に

観
客
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
む
か
っ
て
く
る
と
き
、
彼
は
そ
の
ス
ラ
イ
ム
を
恐
が

り
つ
つ
、
想
像
上
の
危
機
的
状
況
に
あ
っ
て
ス
ラ
イ
ム
の
存
在
に
脅
か
さ
れ

る
自
分
の
こ
と
を
案
じ
る
。
こ
う
し
て
ス
ラ
イ
ム
と
い
う
虚
構
世
界
内
部
の

存
在
者
が
情
態
的
に
開
示
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
状
況
に
投
げ
こ
ま
れ
て

い
る
自
分
も
ま
た
情
態
的
に
開
示
さ
れ
る
。
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
情
態
性

の
三
契
機
が
そ
れ
ぞ
れ
開
示
す
る
の
は
、
①
感
情
の
む
か
う
先
が
「
虚
構
的

な
も
の
の
数
々
（

）」（FF, p. 21, cf. p. 14

）、
②
感
情
を
も

つ
こ
と
自
体
が
想
像
上
の
危
機
的
状
況
（cf. FF, p. 22

）、
③
虚
構
へ
の
感

情
に
お
い
て
案
じ
ら
れ
る
も
の
が
観
客
自
身
で
あ
る
（cf. FF, p. 7

）。

　
こ
う
し
た
情
態
性
は
、「
了
解
」
や
「
語
り
」
と
共
に
「
世
界
内
存
在
の
開

示
性
」
を
構
成
す
る
契
機
で
あ
っ
た
。「
現
と
い
う
存
在
、
つ
ま
り
、
世
界

内
存
在
の
開
示
性
を
構
成
す
る
基
礎
的
な
実
存
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
情
態
性
と
了

解
で
あ
る
」
け
れ
ど
（SZ, 

§34, S. 160

）、「
語
り
は
情
態
性
や
了
解
と
共
に

実
存
論
的
に
等
根
源
的
で
あ
る
」（SZ, 

§34, S. 161

）。
こ
う
し
た
「
語
り

と
は
、
世
界
内
存
在
の
情
態
的
了
解
性
を
意
味
に
適
っ
た
仕
方
で
分
節
す
る

こ
と
で
あ
る
」が（SZ, 

§34, S. 162

）、語
り
の
こ
の
分
節
化
プ
ロ
セ
ス
は『
存

在
と
時
間
』
第
三
二
節
で
説
明
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
存
在
者
そ
れ

ぞ
れ
の
存
在
可
能
性
に
先
ん
じ
て
か
か
わ
る
了
解
は
「
先
‐
構
造
（V

or-
）」（SZ, 
§32, S. 151

）
を
そ
な
え
て
お
り
、
②
そ
の
可
能
性
を
い

わ
ゆ
る
「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
で
具
体
的
に
限
定
し
図
式
化
を
可
能
に
す
る
「
解

（4）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８ 

ハ
イ
デ
ガ
ー「
日
常
性
の
解
釈
学
」と
ウ
ォ
ル
ト
ン
分
析
美
学
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

情
態
性
概
念
を
「
文
化
的
感
受
性
」
と
解
釈
す
る
ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト
・
Ｌ
・
ド
レ
イ
フ
ァ

ス
の
議
論
が
参
考
に
な
る
。
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釈
（A

uslegung

）」
は
「
と
し
て
‐
構
造
（

）」（SZ, 

§32, S. 
151

）を
そ
な
え
て
い
た
。
こ
の
解
釈
は
③「
言
明（A

ussage

）」へ
と
派
生
し
、

言
明
で
は
命
題
的
な
真
偽
が
問
わ
れ
う
る
（SZ, 

§33, S. 154

）。

　
こ
う
し
て「
世
界
内
存
在
の
情
態
的
了
解
性
は
語
り
と
し
て
表
現
さ
れ

る
」が（SZ, 
§34, S. 161

）註
９
、
こ
の
語
り
は
「
多
種
多
様
な
前
言
語
的
分

節
化
」註
10

で
あ
り
、
用
具
の
目
的
手
段
連
関
だ
け
で
な
く
、
日
常
社
会
の
役

割
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
映
画
や
ご
っ
こ
遊
び
の
配
役
全
体
に
か
ん
し
て
も
、
そ

の
意
味
を
分
節
す
る
。
こ
の
か
ぎ
り
、
情
態
的
了
解
の
語
り
は
、
現
存
在
が

現
実
世
界
に
存
在
す
る
劇
場
の
な
か
で
ホ
ラ
ー
映
画
の
虚
構
世
界
に
か
か
わ

る
こ
と
の
存
在
論
的
な
基
底
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
人
気
の
あ
る
映
画
館
に
は
、
切
符
売
り
係
〈
と
し
て
〉
愛
想
よ

く
働
く
男
性
も
い
れ
ば
、
清
掃
係〈
と
し
て
〉
テ
キ
パ
キ
働
く
女
性
も
い
る
。

そ
の
映
画
館
を
訪
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
と
そ
の
息
子
は
家
で
父
子
〈
と
し
て
〉

は
口
論
し
が
ち
で
も
、
同
じ
観
客
〈
と
し
て
〉
そ
の
劇
場
に
満
足
し
、
普
段

な
ら
騒
音
〈
と
し
て
〉
嫌
が
ら
れ
る
重
低
音
を
楽
し
み
な
が
ら
、
清
潔
な
デ

ラ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
座
る
。
こ
う
し
た
現
実
世
界
の
な
か

で
二
人
は
ホ
ラ
ー
映
画
の
虚
構
世
界
に
没
頭
し
、
緑
の
物
体
的
映
像
を
ス
ラ

イ
ム
〈
と
し
て
〉
凝
視
し
な
が
ら
怖
が
る
。
つ
ま
り
、
画
面
か
ら
飛
び
出
す

か
に
見
え
る
ス
ラ
イ
ム
に
驚
き
、
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
り
す
る
わ
け
で

あ
る
。

二
　
虚
実
複
合
世
界
の
開
か
れ
方

　
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
鍵
概
念
の
、
虚
構
へ
の
恐
怖
は
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に

ハ
イ
デ
ガ
ー
的
観
点
か
ら
説
明
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
恐
怖
を
い
だ
き
な
が

ら
映
画
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
超
越
論
的
条
件
を
世
界
論
の
観
点
か
ら
解
き
明

か
す
さ
い
、「
ウ
ォ
ル
ト
ン
が
提
案
す
る
の
は
」、
ホ
ラ
ー
映
画
を
観
て
ス
ラ

イ
ム
を
恐
が
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
、
ご
っ
こ
遊
び
で
「
自
分
自
身
を
演
じ
る
役

者
」
と
な
っ
た「
子
供
と
同
じ
だ
と
み
な
す
こ
と
で
あ
る
」（FF, p. 13

）。
つ

ま
り
、「
怪
物
ご
っ
こ
（

）」（FF, p. 15

）
で
遊
ぶ
子
供
は

た
し
か
に
そ
の
虚
構
世
界
の
な
か
で
役
柄
を
も
つ
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
だ

が
、
ホ
ラ
ー
映
画
を
観
て
ス
ラ
イ
ム
を
恐
が
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
も
、
役
柄
に
そ

く
し
て
他
の
観
客
た
ち
の
た
め
に
演
技
す
る
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
映
画
鑑

賞
の
な
か
で
ご
っ
こ
遊
び
を
行
な
う
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
だ
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

　
た
と
え
ば
チ
ャ
ー
ル
ズ
と
そ
の
息
子
が
怪
物
ご
っ
こ
を
し
て
い
る
と
き
、

ス
ラ
イ
ム
役
〈
と
し
て
〉
襲
い
か
か
っ
て
く
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
か
ら
息
子
は
人

間
役
〈
と
し
て
〉
逃
げ
ま
わ
る
。
こ
れ
は
、
と
は
い
え
、
ホ
ラ
ー
映
画
を
観

て
ス
ラ
イ
ム
を
恐
が
る
仕
方
と
異
な
る
と
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
指
摘
し
（cf. FF, 

pp. 12-16

）、
こ
の
違
い
を
説
明
す
る
た
め
、「
そ
の
子
供
は
感
情
を
表
に
出

さ
な
い
性
格
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
叫
ん
だ
り
走
っ
た
り
も
せ
ず
、
表
立
っ
て

は
ど
ん
な
仕
方
で
も
自
分
の
〝
恐
怖
〞
を
示
さ
な
い
…
…
」
と
い
う
想
定
を

示
す（FF, p. 15

）。「
私〔
＝
ウ
ォ
ル
ト
ン
〕
が
提
案
す
る
の
は
、〔
観
客
の
〕

チ
ャ
ー
ル
ズ
を
こ
の
よ
う
に
感
情
を
表
に
出
さ
な
い
子
供
と
い
う
モ
デ
ル
で

解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
」（FF, p. 16

）。
こ
の
提
案
が
正
し
い
た
め
に
は
、

映
画
と
い
う
虚
構
と
そ
の
映
画
を
鑑
賞
す
る
私
の
現
実
と
が
複
合
さ
れ
た
世

（5）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９ 

情
態
的
了
解
に
か
ん
し
て
は
以
下
を
参
照
。
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界
の
開
か
れ
方
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
ま
ず
媒
体
が
異
な
っ
た
虚
構
二
つ
を
複
合
さ
せ
る
場
合
を

と
り
あ
げ
、
こ
れ
と
の
比
較
を
通
じ
て
虚
実
が
複
合
さ
れ
た
世
界
の
成
り
立

ち
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
小
説
の
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
挿
し

絵
が
複
合
さ
れ
た
虚
構
世
界
が
読
者
に
開
か
れ
る
仕
方
は
、
ホ
ラ
ー
映
画
の

シ
ナ
リ
オ
と
映
像
が
複
合
さ
れ
た
虚
構
世
界
が
鑑
賞
者
に
開
か
れ
る
仕
方
と

共
通
す
る
点
に
注
目
す
る
（cf. FF, p. 17

）。「
一
方
が
そ
の
な
か
に
他
方
を

ふ
く
ん
だ
虚
構
世
界
」、
つ
ま
り
、「
挿
絵
入
り
小
説
の
世
界
」（FF, p. 17

）

が
複
合
さ
れ
る
仕
組
み
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
罪
と
罰
』
で
、
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
絵
が
つ
い

た
版
を
検
討
し
よ
う
。
小
説
の
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
れ
だ
け
で
考
え
れ
ば
、

虚
構
世
界
を
確
立
し
て
い
る
が
、
虚
構
世
界
は
こ
の
世
界
が
生
ん
だ
ご
っ

こ
的
真
理
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
た
と
え
ば
、
ご
っ
こ
上
は
〝
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ

コ
フ
〞
と
い
う
名
の
男
性
は
老
婆
を
一
人
殺
し
た
と
い
う
真
理
を
ふ
く
ん

で
い
る
。
挿
し
絵
は
通
常
、
そ
れ
に
独
自
の
孤
立
し
た
虚
構
世
界
を
確
立

す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
小
説
と
結
合
し
て
〝
い
っ

そ
う
大
き
な
〞
世
界
を
形
成
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
い
っ
そ

う
大
き
な
世
界
は
、
テ
キ
ス
ト
単
独
で
生
み
出
し
た
ご
っ
こ
的
真
理
に
加
え

て
、
挿
し
絵
に
生
み
出
さ
れ
た
ご
っ
こ
的
真
理
も
ふ
く
み
、〔
中
略
〕
そ
れ
ゆ

え
、
両
方
が
一
緒
に
生
み
出
し
た
ご
っ
こ
的
真
理
を
ふ
く
む
。（FF, p. 17

）

　
た
と
え
ば
『
罪
と
罰
』
と
い
う
作
品
の
虚
構
的
真
理
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
の
存
命
中
、
作
品
の
改
訂
権
を
も
つ
作
者
と
そ
れ
を
も
た
な
い
読
者
の

あ
い
だ
の
整
合
的
解
釈
を
通
じ
て
定
め
ら
れ
、
彼
の
死
後
は
読
者
間
の
整
合

的
解
釈
を
通
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
く
註
11

。
こ
の
と
き
、
作
品
内
容
を
形
成

す
る
媒
体
は『
罪
と
罰
』の
本
文
だ
け
で
は
な
く
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
か
、

あ
る
い
は
著
作
権
者
が
公
認
し
た
挿
し
絵
も
ふ
く
ま
れ
う
る
。

　「
挿
し
絵
が
挿
し
絵
で
写
し
た
も
の
〔
＝
テ
キ
ス
ト
の
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ

フ
〕
を
補
う
仕
方
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
心
の
状
態
は
彼
が
観
て
い
る
映
画
を

補
う
」（FF, p. 17

）。
虚
構
二
つ
が
こ
う
し
て
複
合
す
る
仕
組
み
を
手
が
か

り
に
、
虚
実
複
合
の
成
り
立
ち
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

単
独
で
考
え
ら
れ
た
映
画
は
一
つ
の
虚
構
世
界
を
確
立
す
る
が
、
こ
の
虚

構
世
界
は
、
映
画
が
生
み
出
す
ご
っ
こ
的
真
理
の
数
々
だ
け
で
構
成
さ
れ

て
い
る
（
た
と
え
ば
グ
リ
ー
ン
・
ス
ラ
イ
ム
は
ご
っ
こ
上
で
は
動
き
回

る
）。
と
は
い
え
、
よ
り
大
き
な
世
界
を
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
認
識
す
る
さ
い

に
ご
っ
こ
的
な
そ
の
諸
真
理
に
さ
ら
に
付
け
加
え
ら
れ
る
の
が
、
チ
ャ
ー

ル
ズ
が
映
画
を
観
て
体
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
諸
真
理

や
、
そ
れ
ゆ
え
、
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
諸
映
像
（

）
と
チ
ャ
ー
ル
ズ

の
体
験
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
諸
真
理
で
あ
る
。
こ
う
し
て
い
っ
そ

う
包
括
的
な
世
界
に
限
れ
ば
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
ご
っ
こ
上
で
ス
ラ
イ
ム

を
恐
が
っ
て
い
る
。（FF, p. 17f.

）

　「
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
関
心
が
そ
の
よ
り
大
き
な
世
界
に
占
め
ら
れ
て
し
ま
う

（6）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11 

佐
々
木
健
一
『
作
品
の
哲
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
の
二
六
五

頁
以
下
、
二
七
三
頁
を
参
照
。「
虚
構
の
な
か
で
の
真
理
」
と
い
う
観
点
か
ら
「
小
説

の
作
者
と
語
り
手
の
分
離
」と「
読
者
」の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、清
塚『
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
哲
学
〔
改
訂
版
〕』
の
七
〜
九
頁
と
第
六
章
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
の

真
理
」
を
参
照
。
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の
は
、
彼
が
映
画
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
き
で
あ
る
」（FF, p. 18

）。
す

な
わ
ち
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
虚
実
複
合
の
世
界
が
開
か
れ
る
た
め
に
は
、
彼
が

虚
実
の
違
い
を
見
定
め
つ
つ
も
、
そ
の
こ
と
を
と
り
た
て
て
意
識
す
る
こ
と

な
く
虚
構
の
ホ
ラ
ー
映
画
に
没
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
没
頭

が
可
能
で
あ
る
の
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
に
言
え
ば
、
現
存
在
の
存
在
体
制
が

世
界
内
存
在
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
虚
構
と
現
実
が
こ
の
よ
う
に
複
合
し
た
世
界
で
虚
構
的
真
理
が
成
り
立
つ

仕
方
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
の
虚
実
複
合
は
、
媒
体
が
異
な
る
虚
構
二
つ
の
複

合
と
類
似
す
る
面
は
た
し
か
に
あ
る
。
と
は
い
え
、「
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
ケ
ー

ス
と
挿
し
絵
入
り
小
説
と
の
あ
い
だ
に
見
い
だ
さ
れ
た
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
完
璧

で
は
な
い
」（FF, p. 18

）。と
い
う
の
も
、作
者
と
読
者
た
ち
の
あ
い
だ
で「
挿

し
絵
入
り
小
説
の
〔
複
合
〕
世
界
は
公
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
が
」、「
映
画

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
虚
構
世
界
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
映
画
で
体
験
し
た
こ
と

を
加
え
て
も
、そ
れ
は
お
そ
ら
く
公
的
に
認
知
さ
れ
な
い
」か
ら
で
あ
る（FF, 

p. 18

）。
そ
れ
は
、
小
説
の
虚
構
世
界
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
読
書
感
想
を
加
え

て
も
公
的
に
認
知
さ
れ
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
２
０
０
１

年
宇
宙
の
旅
（2001: A

 Space O
dyssey

）』
の
原
作
理
解
や
映
画
理
解
は
、

読
者
た
ち
、
観
客
た
ち
の
間
主
観
的
解
釈
に
お
い
て
そ
の
整
合
性
が
問
わ
れ

る
「
公
的
経
験
」
だ
が
註
12

、
そ
の
読
書
や
鑑
賞
で
い
か
な
る
感
想
を
い
だ
い

た
か
、
そ
れ
は
読
者
個
人
や
観
客
個
人
の
「
私
的
体
験
」
で
あ
る
註
13

。

　
し
か
も
、
公
私
の
こ
う
し
た
対
比
は
、
存
在
論
的
な
開
放
性
に
よ
っ
て
さ

ら
に
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
テ
ィ
は
、
公
的
に
開

放
さ
れ
た
場
所
を
「
バ
ザ
ー
ル
」、
メ
ン
バ
ー
限
定
の
私
的
な
集
ま
り
を
「
ク

ラ
ブ
」
と
特
徴
づ
け
た
が
註
14

、
こ
の
比
喩
を
借
り
て
言
え
ば
、
一
方
で
観
劇

や
映
画
鑑
賞
は
料
金
を
支
払
え
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
バ
ザ
ー
ル
的
な
も
の

で
あ
り
、
他
方
、
相
手
と
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
目
的
の
ご
っ
こ
遊
び
は
参
加

に
審
査
が
あ
る
ク
ラ
ブ
的
な
も
の
で
あ
る
（cf. FF, p. 12

）。
こ
の
よ
う
な

観
劇
お
よ
び
映
画
鑑
賞
と
ご
っ
こ
遊
び
と
の
違
い
は
、
筋
立
て
と
遊
び
方
の

制
作
者
が
作
者
か
自
分（
た
ち
）か
と
い
う
点
に
も
見
出
さ
れ
る
。
加
え
て
、

観
劇
や
映
画
鑑
賞
は
参
加
へ
の
公
的
開
放
度
が
高
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は
、
観
劇

や
映
画
鑑
賞
を
可
能
に
す
る
基
層
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
劇
場
で
の
上
演
や
映

画
館
で
の
上
映
と
い
う
文
化
的
・
技
術
的
・
経
済
的
に
バ
ザ
ー
ル
的
な
仕
組
み

だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ご
っ
こ
遊
び
は
私
的
閉
鎖
性
が
高
く
て
ク

ラ
ブ
的
だ
が
、
そ
れ
は
、
ご
っ
こ
遊
び
を
可
能
に
す
る
基
層
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト

が
現
実
世
界
で
の
温
か
な
家
庭
や
子
供
同
士
の
仲
の
よ
さ
だ
か
ら
で
あ
る
註
15

。

（7）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12 

『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』の
哲
学
的
解
釈
に
つ
い
て
は
、信
太
光
郎「『
２
０
０
１

年
宇
宙
の
旅
』
に
み
る
「
人
間
の
条
件
」」（
吉
川
・
横
地
・
池
田
編
著
『
映
画
で
考
え

る
生
命
環
境
倫
理
学
』）
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13 

私
的
体
験
と
公
的
経
験
の
区
別
に
か
ん
し
て
は
、
こ
の
区
別
と
文
学
と
の
か
か

わ
り
や
、ア
レ
ン
ト
が『
人
間
の
条
件
』第
五
章
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
引
用
し
た
イ
ザ
ク
・

デ
ィ
ネ
ー
セ
ン
の
一
文
の
意
味
が
論
じ
ら
れ
た
中
村
雄
二
郎
・
野
家
啓
一
『
歴
史 

21

世
紀
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
一
九
七
頁
以
下
を
参
照
。
そ

の
一
文
「
す
べ
て
の
悲
し
み
は
、
も
し
あ
な
た
が
そ
れ
を
一
つ
の
物
語
に
す
る
な
ら
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
つ
い
て
一
つ
の
物
語
を
語
る
な
ら
、
耐
え
ら
れ
う
る
」（The H

um
an 

C
ondition

）

に
対
す
る
ア
レ
ン
ト
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
超
越
の
エ
チ
カ
』
の
第
六
章
「
凡

庸
な
悪
と
そ
の
日
常
性
」
§
５
「
多
層
的
人
間
の
自
己
同
一
性
」
を
参
照
。

14

〝

〞

O
bjectivity, R

elativism
 and Truth, P

hilosophical P
apers, vol. 1, 1991, p. 209f. 

15 

拙
稿
の
目
的
は
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
ウ
ォ
ル
ト
ン
」
と
い
う
知
的
物
差
し
を
提
示
す

る
こ
と
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
重
層
性
に
注
目

し
、そ
の
知
的
物
差
し
を
提
示
し
た
別
の
拙
稿
と
し
て「
ハ
イ
デ
ガ
ー
、ウ
ォ
ル
ト
ン
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
：
虚
実
と
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
の
諸
問
題
」（『
フ
ィ
ル
カ
ル
』、
第
四

巻
、
第
一
号
、
ミ
ュ
ー
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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見
ず
知
ら
ず
の
大
人
は
、
ど
こ
か
の
親
子
や
子
供
た
ち
の
か
く
れ
ん
ぼ
に
加

え
て
は
も
ら
え
ま
い
。

　
公
私
の
二
つ
の
対
比
を
ま
と
め
れ
ば
、
バ
ザ
ー
ル
的
開
放
性
に
お
け
る
公

的
経
験
と
私
的
体
験
が
あ
り
、
ク
ラ
ブ
的
閉
鎖
性
に
お
け
る
公
的
経
験
と
私

的
体
験
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
区
別
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
読
者
間

や
観
客
間
で
公
的
に
解
釈
さ
れ
る
原
作
世
界
や
映
画
世
界
は
そ
れ
な
り
に
バ

ザ
ー
ル
的
で
あ
る
が
、
と
は
い
え
読
書
や
映
画
鑑
賞
に
よ
っ
て
虚
実
が
複
合

さ
れ
た
世
界
は
、
私
的
に
体
験
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
一
人
し
か
い
な
い
ク
ラ
ブ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
ク
ラ
ブ
的
な
閉
鎖
性
に
注
目
す
れ
ば
、
映
画
鑑
賞
を
通
じ
た
虚

実
複
合
は
人
形
遊
び
に
近
い
と
ウ
ォ
ル
ト
ン
が
指
摘
し
た
理
由
も
わ
か
り
や

す
く
な
る
。
こ
う
説
明
さ
れ
た
。

同
様
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
自
分
自
身
が
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
個
人
的

な
ご
っ
こ
遊
び
で
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
映
像
の
数
々
を
利
用
し
、
諸
々
の
小

道
具
（props

）
に
し
て
い
る
。
彼
は
自
分
の
ゲ
ー
ム
を
遊
ぶ
の
に
諸
映
像

を
使
う
。〔
中
略
〕
と
は
い
え
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
と
諸
映
像
の
あ
い
だ
に
関

係
や
相
互
作
用
の
数
々
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
重
要
な
ご
っ
こ
的
真
理
が
数

多
く
生
み
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ご
っ
こ
上
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
ス
ラ
イ

ム
に
気
が
つ
き
、
心
配
し
な
が
ら
そ
の
ス
ラ
イ
ム
を
凝
視
す
る
こ
と
、
ス

ラ
イ
ム
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
ほ
う
を
向
い
て
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
、
チ
ャ
ー

ル
ズ
が
ひ
ど
く
怯
え
て
い
る
こ
と
は
、〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
ご
っ
こ
的
真
理
で

あ
る
。（FF, p. 18, cf. p. 13

）

　
鑑
賞
行
為
を
介
し
た
ホ
ラ
ー
映
画
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
私
的
関
係
は
、
遊
び

方
の
違
い
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
自
分
が
役
柄
を
も
っ
て
参
加
す
る
父

子
間
の
ク
ラ
ブ
的
な
怪
物
ご
っ
こ
よ
り
も
閉
鎖
的
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
ト
ン
が

考
え
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
映
画
鑑
賞
は
、
む
し
ろ
子
供
が
一
人
で
筋
立
て

と
ル
ー
ル
を
作
り
、
人
形
に
役
柄
を
与
え
て
動
か
す
人
形
遊
び
に
近
し
い
註
16

。

上
記
の
引
用
で
虚
構
と
現
実
の
「
相
互
作
用
」
は
、
一
つ
の
虚
構
世
界
と
し

て
テ
キ
ス
ト
的
整
合
性
を
そ
な
え
た
ホ
ラ
ー
映
画
に
観
客
が
現
実
の
鑑
賞
行

為
を
介
し
て
か
か
わ
る
こ
と
を
指
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
映
画
鑑
賞
に
安

心
し
て
集
中
で
き
る
映
画
館
と
い
う
基
層
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
観
客

は
ホ
ラ
ー
映
画
と
い
う
虚
構
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
没
頭
し
、
虚
実
が
複
合
さ

れ
た
世
界
で
ス
ラ
イ
ム
を
怖
が
る
重
層
的
な
情
態
的
了
解
を
遂
行
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
子
供
が
父
親
と
の
怪
獣
ご
っ
こ
で
そ
の
怪
獣

役
を
怖
が
る
さ
い
、
基
層
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
、
安
心
し
て
ご
っ
こ
遊
び
を
楽

し
め
う
る
家
庭
環
境
で
あ
る
こ
と
と
構
造
が
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
重
層
性
を
情
態
的
了
解
の
語
り
と
い
う
観
点
か
ら
確
認
し
て
お
く
。

　『
存
在
と
時
間
』
に
あ
っ
て
情
態
的
了
解
の
語
り
は
存
在
者
の
存
在
可
能

性
で
あ
る
意
味
の
前
言
語
的
分
節
化
を
遂
行
し
、
解
釈
の
〈
と
し
て
〉
的
分

節
化
を
経
て
、
明
示
的
言
語
に
よ
る
言
明
へ
と
派
生
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、

ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ダ
ム
『
大
い
な
る
死
者
の
物
語
（T

he Tales of the 

M
ighty D

ead

）』
の
よ
う
に
「
語
り
な
し
に
現
存
在
な
し
（

（8）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

16 
一
人
で
の
ご
っ
こ
遊
び
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
が
人
間
不
在
の
孤
島

に
流
れ
着
い
た
お
り
、
身
体
所
作
の
仕
方
を
ふ
く
む
社
会
的
規
則
に
も
従
っ
て
行
動

し
た
こ
と
と
構
造
的
に
似
た
点
が
あ
る
。「
経
済
人
（

）」
の
「
経
済

合
理
性
モ
デ
ル
」
と
な
っ
た
ク
ル
ー
ソ
ー
に
か
ん
し
て
は
、
大
塚
久
雄
『
社
会
科
学
に

お
け
る
人
間
』（
岩
波
新
書
、
一
九
七
七
年
）
の
第
Ｉ
章
「「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
物
語
」
に
見

ら
れ
る
人
間
類
型
」
を
参
照
。
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R
ede

）」註
17

と
言
え
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
プ
ラ
ト
ン
』

講
義
で
は
「
語
り
（

）」
と
訳
さ
れ
た
「
意
味
的
ロ
ゴ
ス
（logos 

sē

）」か
ら
、「
判
断（

）」と
訳
さ
れ
た「
命
題
的
ロ
ゴ
ス（logos 

）」
へ
の
展
開
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
た
（G

A
19, 

§26, S. 
181, vgl. SZ, 

§44-b, S. 219

）。
注
目
す
べ
き
は
、『
存
在
と
時
間
』か
ら『
プ

ラ
ト
ン
』
講
義
へ
の
展
開
に
あ
っ
て
、
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
の
重
層
的
構
造
が

解
き
明
か
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
築
五
十
年
で
各
所
が
傷
ん
で
い
た
市
民
体
育
館
の
改
築
が
済

み
、
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
お
り
、
ホ
ラ
ー
映
画
の

上
映
会
場
〈
と
し
て
〉
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
よ
う
。
チ
ャ
ー
ル
ズ

が
観
客〈
と
し
て
〉
座
る
の
は
、
御
座
で
は
な
く
、
パ
イ
プ
椅
子
で
あ
っ
た
。

後
者
が
良
い
席
〈
と
し
て
〉
選
ば
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
席
取
り
の
た
め
に
並

ぶ
最
中
に
は
映
画
通
〈
と
し
て
〉
有
名
な
友
人
か
ら
盛
り
上
が
り
ど
こ
ろ
を

教
え
て
も
ら
い
つ
つ
、
時
間
つ
ぶ
し
を
試
み
た
が
、
と
は
い
え
長
い
一
時
間

で
あ
っ
た
。
映
画
が
始
ま
れ
ば
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
緑
の
物
体
的
映
像
を
ス
ラ

イ
ム
〈
と
し
て
〉
凝
視
し
、
近
づ
い
て
く
る
ス
ラ
イ
ム
に
恐
怖
を
い
だ
い
て

危
機
的
状
況
に
い
る
か
の
よ
う
に
思
う
。
こ
の
よ
う
に
ホ
ラ
ー
映
画
に
没
頭

で
き
て
二
時
間
の
上
映
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ
た
の
も
、
改
築
し
た

体
育
館
で
は
か
つ
て
の
よ
う
に
雨
漏
り
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

 

こ
う
し
て
情
態
的
了
解
と
そ
の
語
り
＝
ロ
ゴ
ス
は
、
観
客
で
あ
る
自
己
、

友
人
と
い
う
他
者
、
ス
ラ
イ
ム
が
観
客
を
襲
っ
て
く
る
か
の
よ
う
な
状
況
を

共
開
示
し
つ
つ
、
同
時
に
新
築
の
体
育
館
や
市
民
上
映
会
と
い
う
現
実
の
基

層
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
も
、
重
層
的
に
共
開
示
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
バ
ザ
ー
ル
と
ク
ラ
ブ
の
対
比
か
ら
確
認
す
れ
ば
、
バ
ザ
ー
ル
的
な
映
画

鑑
賞
の
場
合
、
基
層
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
バ
ザ
ー
ル
的
な
映
画
館
だ
が
、
と

は
い
え
観
客
が
ホ
ラ
ー
作
品
を
面
白
く
／
つ
ま
ら
な
く
思
う
私
的
体
験
は
ク

ラ
ブ
的
な
ご
っ
こ
遊
び
に
近
い
面
も
あ
り
、
或
る
程
度
は
私
秘
性
を
帯
び
る

ぶ
ん
、
ク
ラ
ブ
よ
り
も
閉
鎖
的
で
あ
る
。

　
次
節
で
は
指
標
詞
が
志
向
的
か
か
わ
り
の
な
か
で
使
用
さ
れ
る
仕
方
に
注

目
し
、鑑
賞
行
為
と
虚
実
複
合
世
界
の
相
関
的
特
徴
を
ま
た
一
つ
確
認
す
る
。

三
　
指
標
詞
と
虚
実
複
合
の
世
界

　
虚
実
複
合
の
世
界
が
開
か
れ
る
仕
組
み
は
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
「
恐
が
る
」
論

に
さ
し
も
ど
せ
ば
、
彼
に
「
二
世
界
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

ご
っ
こ
上
で
は
〔
観
客
の
〕
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
ス
ラ
イ
ム
を
恐
が
る
と
い
う

私
の
主
張
に
、
一
つ
気
が
か
り
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
映
画

の
虚
構
世
界
に
属
し
て
い
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
ご
っ
こ
上
の
恐
怖
が
そ
う

し
て
存
在
し
う
る
と
い
う
印
象
に
、
こ
の
気
が
か
り
は
由
来
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
（
映
画
そ
れ
自
体
で
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
描
写
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
な
い
か
ら
、
彼
は
映
画
の
世
界
に
属
し
て

い
な
い
）。
私
の
二
世
界
説（

）が
示
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
印
象
は
誤
解
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
誤
解
に
も
と
づ
く
気
が
か

り
は
見
当
違
い
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（FF, p. 18f.

）

　
現
実
世
界
と
虚
構
世
界
で
構
成
さ
れ
る
二
世
界
は
、「
イ
デ
ア
界
」
と
「
現

（9）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17

Tales of the M
ighty D

ead, p. 332.
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象
界
」を
区
別
す
る
プ
ラ
ト
ン『
ポ
リ
テ
イ
ア
』篇
や（R

es P
ublica, vol. 5

）、

「
可
想
体
」
と
「
現
象
体
」
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
区
別
す
る
カ
ン
ト
『
純
粋
理

性
批
判
』
と
は
（B

306-313

）
成
り
立
ち
を
異
に
し
、
つ
ま
り
、
観
客
が
映

画
に
夢
中
に
な
る
と
複
合
さ
れ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
な
世
界
内
部
的
コ
ン
テ
ク

ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
複
合
の
成
功
を
示
す
目
印
と
な
る
が
「
指
標
詞

（

）」で
あ
る（FF, p. 19

）。
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
、映
画
鑑
賞
中
に
チ
ャ
ー

ル
ズ
が
友
達
に
む
け
て
か
独
り
言
か
、「
ス
ラ
イ
ム
が
こ
っ
ち
に
く
る
！

（

）」
と
叫
ぶ
ケ
ー
ス
を
例
示
し
て
い
た
（FF, p. 19

）。「
確
か

に
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
ス
ラ
イ
ム
が
迫
っ
て
き
て
い
る
と
真
剣
に
主
張
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
自
分
自
身
や
一
緒
に
映
画
を
観
に
き
た
ひ
と
に

こ
の
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
」（FF, p. 19

）註
18

。

と
は
い
え
指
標
詞
の
‚
こ
っ
ち
‘
は
、
暗
に
話
し
手
〔
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
〕
に

言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
絶
叫
か
ら
わ
か
る
の
は
、
ス

ラ
イ
ム
が
自
分
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
チ
ャ
ー
ル
ズ
は

ご
っ
こ
と
み
な
し
て
お
り
、
つ
ま
り
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
自
分
自
身
が
一
つ

の
ご
っ
こ
的
世
界
の
な
か
で
ス
ラ
イ
ム
と
一
緒
に
共
同
存
在
す
る
と
み
な

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。（FF, p. 19

）

　
小
稿
で
は
、
意
識
を
「
内
」、
世
界
を
「
外
」
と
す
る
認
識
論
的
主
客
図
式

を
批
判
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
世
界
論
の
観
点
か
ら
「
虚
構
上
の
諸
世
界
の
内

部
に
わ
れ
わ
れ
が
臨
在
す
る
こ
と
」（FF, p. 25

）
を
特
徴
づ
け
て
き
た
が
、

ホ
ラ
ー
映
画
に
夢
中
に
な
る
観
客
に
開
か
れ
た
虚
実
複
合
の
世
界
に
あ
っ

て
、〝

〞
は
現
実
の
観
客
自
身
、〝 it 

〞
は
虚
構
の
ス
ラ
イ
ム
を
指
し
、

両
者
が
虚
実
複
合
世
界
で
「
共
同
存
在
す
る
」。

　
こ
う
し
た
共
同
存
在
の
成
り
立
ち
を
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
ウ
ォ
ル
ト
ン
」
の

観
点
か
ら
説
明
可
能
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
だ
が
、
わ

け
て
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
件
の
認
識
論
批
判
は
主
に
カ
ン
ト
哲
学
（
や
新

カ
ン
ト
派
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
）
に
む
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は

い
え
事
情
は
単
純
で
は
な
く
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
独
自
の
カ
ン
ト
解
釈
を
提
示

し
つ
づ
け
て
も
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
い
っ
た
ん
「
批
判
哲
学
」
に
し
て
「
超
越

論
的
哲
学
」と
い
う
カ
ン
ト
的
問
題
構
制
に
そ
く
し
て
彼
の『
純
粋
理
性
批
判
』

と
『
判
断
力
批
判
』
の
関
係
を
確
認
し
て
お
く
と
、
現
象
界
の
知
覚
を
通
じ
て

物
理
的
形
態
を
も
つ
美
し
い
虚
構
作
品
を
鑑
賞
す
る
さ
い
、
そ
の
意
味
は
「
趣

味
判
断
」に
よ
っ
て
分
節
さ
れ
る
が
註
19

、『
純
粋
理
性
批
判
』第
一
版
に
よ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
「
現
象
界
」
で
の
「
知
覚
が
な
け
れ
ば
、
虚
構
や
夢
さ
え
可
能
で
は

な
い
」（A

377

）。

　
現
象
界
に
お
け
る
知
覚
と
虚
構
の
そ
う
し
た
基
本
的
関
係
を
ハ
イ
デ
ガ
ー

（10）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18 

さ
し
あ
た
り
の
説
明
に
な
る
が
、
ジ
ョ
ン
・
Ｌ
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
『
言
語
で
物
事

を
な
す
仕
方
（H

ow
 to D

o T
hings w

ith W
ords

）』
の
観
点
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
に
考

え
れ
ば
、「
ス
ラ
イ
ム
が
こ
っ
ち
に
来
る
！
」
と
い
う
発
話
は
、「
発
語
内
行
為

（illocutionary act

）」
と
し
て
は
独
り
言
（
言
明
？
）
に
近
い
け
れ
ど
、「
発
語
媒
介
行

為
（perlocutionary act

）」
と
し
て
は
、
ご
っ
こ
上
で
話
し
相
手
を
怖
が
ら
せ
る
行
為

に
あ
た
る
（
前
掲
書
、
第
Ⅷ
講
）。
そ
れ
ゆ
え
、
情
態
的
了
解
の
語
り
と
い
う
観
点
か

ら
「
ス
ラ
イ
ム
が
こ
っ
ち
に
来
る
！
」
と
い
う
発
話
を
考
察
す
る
と
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
の

説
明
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
や
す
い
わ
け
で
あ
る
。
言
語
行
為
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
「
日
常

性
の
解
釈
学
」
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
森『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
哲
学
の
可
能
性
』

の
九
二
頁
、
一
〇
八
頁
を
参
照
。
広
義
の
現
象
学
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
『
言
語
と
行
為
』

の
関
係
に
か
ん
し
て
は
、拙
著『
超
越
の
エ
チ
カ
』の
三
四
一
頁
以
下
、註
十
一
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

19
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的
に
解
釈
し
て
言
え
ば
註
20

、
観
客
が
バ
ザ
ー
ル
的
な
映
画
館
で
ホ
ラ
ー
映

画
に
夢
中
に
な
り
う
る
の
は
、
そ
も
そ
も
虚
実
を
見
分
け
て
い
る
か
ら
で

あ
っ
た
。
映
画
鑑
賞
に
さ
い
し
て
虚
実
の
こ
の
現
実
的
な
区
別
が
超
越
論
的

条
件
と
な
り
、映
画
に
夢
中
に
な
れ
ば
、虚
実
複
合
の
世
界
は
開
か
れ
う
る
。

映
画
鑑
賞
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ド
ラ
マ
視
聴
、
音
楽
鑑
賞
も

す
で
に
現
代
社
会
の
日
常
的
行
為
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア

作
品
に
人
び
と
が
夢
中
に
な
り
う
る
の
も
、
虚
実
の
現
実
的
区
別
が
つ
ね
に

な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
重
要
で
あ
る
の
は
、
こ
の
区
別
が

映
画
に
没
頭
す
る
観
客
に
は
潜
在
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
潜
在
化
ゆ

え
に
映
画
鑑
賞
は
ス
ム
ー
ス
に
遂
行
さ
れ
、
つ
ま
り
、
虚
実
複
合
世
界
は
こ

と
さ
ら
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
開
か
れ
る
。

　
こ
う
し
た
虚
実
複
合
の
成
功
を
明
示
的
に
告
げ
る
の
が
、
実
は
指
標
詞
の

虚
実
横
断
的
使
用
で
あ
る
。

　
ふ
り
か
え
れ
ば
、
語
り
に
よ
っ
て
分
節
化
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
①
情
態
的
了

解
は
②
解
釈
を
経
て
③
言
明
へ
と
派
生
可
能
だ
が
、
こ
の
言
明
で
は
命
題
的

な
真
偽
が
問
わ
れ
え
た
（SZ, 

§33, S. 154

）註
21

。
こ
う
し
た
連
関
に
そ
く
し

て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
一
緒
に
映
画
鑑
賞
す
る
友
人
に
指
標
詞
を
使
っ
て
「
ス

ラ
イ
ム
が
こ
っ
ち
に
来
る
！
」
と
言
っ
て
し
ま
う
場
面
を
読
み
解
こ
う
。

　
一
方
で
発
話
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
虚
構
上
で
は
①
ス
ラ
イ
ム
が
自

分
自
身
に
近
づ
い
て
く
る
可
能
性
の
情
態
的
了
解
か
ら
│
│
チ
ャ
ー
ル
ズ
や

映
画
の
主
人
公
が
、「
そ
こ
に
い
る
の
は
ス
ラ
イ
ム
だ
」
と
思
っ
て
ギ
ョ
ッ
と

し
た
ら
、
実
は
緑
の
ゴ
ム
ボ
ー
ル
だ
っ
た
と
い
う
仕
掛
は
あ
り
う
る
│
│
、

②
ス
ラ
イ
ム
を
危
険
な
怪
物
〈
と
し
て
〉
解
釈
す
る
こ
と
へ
の
限
定
を
経
て
、 

③
「
ス
ラ
イ
ム
が
こ
っ
ち
に
来
る
！
」
と
い
う
言
明
を
声
に
出
し
て
し
ま
う
。 

こ
う
し
て
明
示
的
な
発
語
ゆ
え
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
自
身
の
情
態
的
了
解
は
彼

に
生
き
ら
れ
る
文
脈
を
離
れ
た
言
明
へ
と
変
容
す
る
。
他
方
、
一
緒
に
映
画

を
観
る
友
人
は
聞
き
手
〈
と
し
て
〉
ふ
る
ま
い
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
半
ば
独
り

言
を
「
う
る
さ
い
」
と
思
わ
ず
、
彼
と
一
緒
に
の
け
ぞ
っ
て
ス
ラ
イ
ム
を
避

け
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
言
明
を
き
っ
か
け
に
虚
構
上
の
映
像
的
存
在
者

の
存
在
可
能
性
を
情
態
的
に
了
解
す
る
こ
と
へ
と
向
か
い
、
聞
き
手
自
身
に

生
き
ら
れ
る
文
脈
で
ス
ラ
イ
ム
へ
の
恐
怖
を
チ
ャ
ー
ル
ズ
と
わ
か
ち
も
つ
こ

と
に
な
る
註
22

。
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
ホ
ラ
ー
映
画
の
「
映
像
（

）」
を
「
小
道

具
（prop

）」
だ
と
説
明
し
て
い
た
が
（cf. FF, p. 18, p. 13

）、
チ
ャ
ー
ル
ズ

が
虚
構
へ
の
恐
怖
で
の
情
態
的
了
解
と
そ
の
語
り
に
よ
っ
て
か
か
わ
る
ス
ラ

イ
ム
を
〝it

〞
の
語
で
明
示
的
に
指
し
た
お
り
、
聞
き
手
に
生
き
ら
れ
た
文

脈
で
ス
ラ
イ
ム
は
ふ
た
た
び
映
画
鑑
賞
と
い
う
ご
っ
こ
遊
び
の
小
道
具
と
な

る
わ
け
で
あ
る
。
も
し
彼
の
友
人
が
う
た
た
寝
を
し
そ
う
に
な
っ
て
い
た
と

（11）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22 

『
存
在
と
時
間
』に
お
け
る「
脱
文
脈
化
」と「
再
文
脈
化
」は
、
古
荘『
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
言
語
哲
学
』（
八
〇
頁
以
下
、
二
二
八
頁
の
注
四
八
）
と
ブ
ラ
ン
ダ
ム
『
大
い
な
る

死
者
の
物
語
（Tales of the M

ighty D
ead

）』
第
十
章
「『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
」（p. 317ff.

）
そ
れ
ぞ
れ
で
論
じ
ら
れ
た
が
、『
存
在
と

時
間
』
に
内
在
し
た
そ
の
解
釈
に
か
ん
し
て
は
、
機
会
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
い
。

「
脱
ア
ス
ペ
ク
ト
化
」
に
つ
い
て
は
、
山
田
圭
一
「
言
葉
の
意
味
の
変
化
を
も
た
ら
す

体
験
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
：
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
比
喩
的
表
現
の
考
察

を
も
と
に
」（
科
学
基
礎
論
学
会
編
『
科
学
基
礎
論
研
究
』、
第
四
六
巻
、
第
一
号
、

二
〇
一
八
年
、
五
頁
）
が
参
考
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20 

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
解
釈
に
か
ん
し
て
は
拙
著
『
超
越
の

エ
チ
カ
』
第
Ⅳ
部
「
近
世
存
在
論
の
超
越
論
的
構
造
：
人
間
的
構
成
力
の
臨
界
」
を
参

照
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
カ
ン
ト
解
釈
に
あ
っ
て
、判
断
力
論
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
長
坂
真
澄
「
感
性
と
悟
性
の
共
通
の
根
：
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
カ
ン

ト
と
形
而
上
学
の
問
題
』と
カ
ン
ト『
判
断
力
批
判
』の
交
差
点
」（H

eidegger-F
orum

, 

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

21 

古
荘
真
敬
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
語
哲
学
：
志
向
性
と
公
共
性
の
連
関
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
二
年
）
の
第
二
章
「
言
語
の
志
向
性
と
存
在
の
公
共
性
」
を
参
照
。
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し
て
も
、「
ス
ラ
イ
ム
が
こ
っ
ち
に
来
る
！
」
と
い
う
そ
の
一
言
で
、
友
人

の
気
持
ち
は
ふ
た
た
び
映
画
に
む
か
い
う
る
。

　
こ
う
し
た
小
道
具
の
使
用
は
、『
プ
ラ
ト
ン
』
講
義
に
照
ら
し
て
特
徴
づ

け
れ
ば
、
広
義
の
「
な
す
こ
と
」
で
あ
る
「
プ
ラ
テ
イ
ン
（prattein

）」
＝
「
ポ

イ
エ
イ
ン
（poiein

）」
に
お
け
る
「
プ
ラ
グ
マ
（

な
さ
れ
る
こ
と
）」

と
の
志
向
的
か
か
わ
り
の
一
つ
で
あ
る
（G

A
19, 

§80

）。『
存
在
と
時
間
』

に
合
わ
せ
て
説
明
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
な
「
志
向
性
」
概
念

の
「
配
慮
（B

esorgen
）」
に
よ
っ
て
「
道
具
（Z

eug

）」
に
か
か
わ
る
こ
と
で

あ
り
（SZ, 

§69, S. 359

）註
23

、
そ
の
意
味
を
情
態
的
に
了
解
し
、
語
り
を
通

じ
て
分
節
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
註
24

。

　
こ
こ
で
「
志
向
性
」
概
念
に
対
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
独
特
な
歴
史
的
理
解

を
確
認
し
、
そ
の
な
か
で
指
標
詞
の
問
題
を
検
討
し
て
お
く
。

　『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
篇
を
現
象
学
的
に
読
み
解
い
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
真
理

と
虚
偽
、
現
実
と
虚
構
を
す
り
か
え
る
た
め
、〈
在
ら
ぬ
こ
と
が
在
る
〉
と

騙
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
「
実
存
」
に
初
め
て
存
在
論
的
な
眼
差
し
を
む
け
て
い

た
。
そ
の
な
か
で
プ
ラ
ト
ン
の
「
ロ
ゴ
ス
・
テ
ィ
ノ
ス
（
こ
れ
／
何
か
の
ロ

ゴ
ス
）」
概
念
は
（cf. Sophista, 

§

）註
25

、「
ロ
ゴ
ス
は
こ
れ
／
何

か
の
ロ
ゴ
ス
（logos tinos

）
で
あ
る
」
と
定
式
化
さ
れ
、
ロ
ゴ
ス
的
志
向
性

の
原
型
と
見
定
め
ら
れ
る
（G

A
19, 

§80, S. 597f.

）。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
プ

ラ
ト
ン
的
問
答
法
に
よ
る
そ
う
し
た
ロ
ゴ
ス
の
「
分
割
（

）」
を
照

ら
し
出
す
た
め
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
の
「
何
か
に

か
ん
し
て
何
か
を
語
る
こ
と
（

）」
を
（G

A
19, 

§22, S. 
144

）、
ド
イ
ツ
語
で
「
何
か
と
し
て
何
か
に
言
い
及
ぶ
こ
と
（

etw
as als etw

as

）」
と
訳
出
し
た
が
、
そ
の
〝 ti 

〞
と
〝 tinos 

〞
を
指
標
詞
の

「
こ
れ
」
と
訳
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
註
26

。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
学
者
フ
ラ

ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
学
ん
だ
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
の「
志
向
性
」

概
念
も
（G

A
19, 

§80, S. 598

）註
27
「
意
識
は
つ
ね
に
何
も
の
か
の
意
識
で
あ

る
」
と
い
う
定
式
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
プ
ラ
ト
ン
か
ら
フ
ッ
サ
ー
ル
ま
で

の
志
向
性
概
念
を
検
討
す
る
『
プ
ラ
ト
ン
』
講
義
か
ら
『
存
在
と
時
間
』
へ
の

歩
み
に
あ
っ
て
（G

A
19, 

§80, S. 600f.

）註
28

、
ハ
イ
デ
ガ
ー
独
自
の
志
向
性

（12）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

23 

〝B
esorgen

〞
に
か
ん
し
て
は
、
森『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
哲
学
の
可
能
性
』
第
Ⅱ
部「
時

間
と
そ
の
有
意
義
性
」
と
、
古
荘
真
敬
「
生
け
る
世
界
内
存
在
の
運
動
と
し
て
の

「
気ゾ

ル

ゲ
遣
い
」」（『
現
代
思
想 

総
特
集
ハ
イ
デ
ガ
ー
』、
第
四
六
巻
、
第
三
号
、
青
土
社
、

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

24 

「
理
論
的
志
向
性
」
や
「
実
践
的
志
向
性
」、「
日
常
的
志
向
性
」
を
ふ
く
む
志
向
性

概
念
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
批
判
的
に
検
討
す
る
さ
い
の
特
徴
は
、
以
下
を
参
照
。

D
reyfus, B

eing-in-the-W
orld

25 

こ
の
点
は
、
中
畑
正
志
『
魂
の
変
容
：
心
的
基
礎
概
念
の
歴
史
的
構
成
』

（
二
〇
一
一
年
、
岩
波
書
店
）
の
第
Ｖ
章
「
志
向
性
：
現
在
状
況
と
歴
史
的
背
景
」
を
参

照
。
こ
の
第
Ｖ
章
の
最
後
は
、
ロ
ゴ
ス
・
テ
ィ
ノ
ス
と
志
向
性
の
関
係
を
指
摘
す
る

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
プ
ラ
ト
ン
』
講
義
の
引
用
（G

A
19, 

§79, S. 598

）
で
締
め
く
く
ら
れ
て

い
た
。
ロ
ゴ
ス
・
テ
ィ
ノ
ス
に
つ
い
て
は
、
併
せ
て
古
荘『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
語
哲
学
』

の
一
四
三
頁
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26 

〝ti

（
こ
れ
）〞
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。G

A
19, 

§77, 

§78, SS. 534-574

，

併
せ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
』（
新
版
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
１
、
中

畑
正
志
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
の
補
注
九
六
〜
九
九
頁
を
参
照
。「
こ
れ
を

語
る
こ
と
（legein ti

）」
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。G

A
19, 

§80, SS. 597-606. 

27 

「
理
論
的
志
向
性
」
と
「
実
践
的
志
向
性
」
の
観
点
か
ら
フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
現
象
学
的
関
係
を
比
較
し
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の
各
所
を
参
照
。Steven 

N
orm

ativity and P
henom

enology in H
usserl and H

eidegger
28 
こ
こ
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の「
何
か
／
こ
れ
に
む
か
っ
て（pros ti

）」
概
念
や
ヘ
ー

ゲ
ル
の
「
関
係
」
概
念
も
加
え
う
る
だ
ろ
う
（

G
eschichte 

D
er K

ategorienlehre

）。
こ
の
点
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
関

係
」
概
念
に
注
目
し
た
三
重
野
清
顕
「｢

関
係｣

概
念
の
歴
史
的
展
開
：
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
か
ら
三
位
一
体
論
へ
」（『
江
戸
川
大
学
紀
要
』、
二
二
号
、

二
〇
一
二
年
）
も
併
せ
て
参
照
。
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概
念
で
あ
る
「
気
遣
い
（Sorge

）」
は
情
態
的
了
解
と
そ
の
ロ
ゴ
ス
＝
語
り

と
相
即
し
て
い
た（SZ, 

§65, 

§41

）。
彼
な
り
の
志
向
性
概
念
史
で
あ
る
註
29

。

　
わ
け
て
も『
プ
ラ
ト
ン
』講
義
で
は
、
広
義
の
プ
ラ
テ
イ
ン
＝
ポ
イ
エ
イ

ン
に
か
か
わ
る
ロ
ゴ
ス
は
、
プ
ラ
グ
マ
を
志
向
し
て「
こ
れ
」な
ど
の
指
標

詞
で
指
示
す
る
ロ
ゴ
ス
で
あ
っ
た
。
ま
た『
存
在
と
時
間
』で
は
、「
言
明
は

第
一
次
的
に
は
明
示（

）で
あ
る
」と
説
明
さ
れ
る
が（SZ, 

§33, 
S. 154

）、
こ
の「
明
示
」は
指
示
対
象
の
同
定
を
ふ
く
む
註
30

。
そ
れ
ゆ
え
、

「
ス
ラ
イ
ム
が
こ
っ
ち
に
来
る
！
」と
い
う
言
明
的
ロ
ゴ
ス
を
話
し
言
葉
で

発
話
で
き
る
の
も
、
そ
う
し
て
プ
ラ
グ
マ
と
志
向
的
に
か
か
わ
る
と
い
う
意

味
で「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」註
31

な
志
向
性
の
気
遣
い
で
あ
る
情
態
的
了
解

の
ロ
ゴ
ス
＝
語
り
が
言
明
へ
と
派
生
的
に
変
容
す
る
か
ら
で
あ
る
註
32

。

　
コ
ン
テ
ク
ス
ト
な
し
で
は
意
味
不
明
な
緑
の
映
像
で
あ
る
ス
ラ
イ
ム
も
、

或
る
ホ
ラ
ー
映
画
と
い
う
虚
構
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
観
客
に
恐
怖
を

い
だ
か
せ
う
る
小
道
具
と
な
る
と
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
指
摘
し
て
い
た
が
、
観
客

が
ス
ラ
イ
ム
を
持
続
的
に
同
定
可
能
で
あ
る
の
は
そ
の
虚
構
的
コ
ン
テ
ク
ス

ト
に
お
い
て
こ
そ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、「
こ
れ
」「
そ
れ
」
と
い
っ
た
指
標

詞
で
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
虚
実
複
合
世
界
の
な
か
で
ホ
ラ
ー
映
画
に

登
場
す
る
緑
の
物
体
的
映
像
を
ス
ラ
イ
ム
〈
と
し
て
〉
明
示
的
に
言
葉
で
語

る
こ
と
、そ
れ
が「
ス
ラ
イ
ム
が
こ
っ
ち
に
来
る
！
」と
い
う
言
明
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
ホ
ラ
ー
映
画
に
没
頭
し
た
観
客
が
虚
実
の
あ
い
だ
で
指
標
詞
を

明
示
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
告
げ
て
い
る
の
は
、
虚
実
複
合
世
界
を
開
く
こ

と
の
成
功
そ
れ
自
体
で
あ
る
註
33

。
こ
の
成
功
は
、『
存
在
と
時
間
』「
日
常
性

の
解
釈
学
」で
と
り
あ
げ
ら
れ
た「
手
元
性（
＝
用
在
性

）」

（SZ, 

§16

）と
い
う「
存
在
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
」註
34

の
観
点
か
ら
説
明
可
能
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
映
画
鑑
賞
と
い
う
個
人
的
な
ご
っ
こ
遊
び
で
チ
ャ
ー

ル
ズ
は
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
像
を
小
道
具
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
恐
怖
の

ス
ラ
イ
ム
が
観
客
に
近
づ
い
て
く
る
と
い
う「
ご
っ
こ
的
真
理
は
、
観
客
あ

る
い
は
読
者
の
心
理
状
態
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
観
客

あ
る
い
は
読
者
は
も
は
や
虚
構
世
界
の『
外
的
観
察
者
』で
は
な
い
」（FF, p. 

21

）。
だ
か
ら
、「
ス
ラ
イ
ム
が
こ
っ
ち
に
来
る
！
（

）」と
い

う
言
明
の
指
標
詞
は
、
虚
実
の
あ
い
だ
で
手
元
性（
と
手
前
性
）に
も
と
づ

き
な
が
ら
、
小
道
具
の
使
用
者
で
あ
る
自
分
と
小
道
具
の
映
像
を
明
示
的
に

指
示
す
る
。
使
用
者
の
私
が〝

〞、
道
具
の
ス
ラ
イ
ム
が〝it

〞に
対
応
し

て
い
た
。

（13）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

29 

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
批
判
の
含
意
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
現
象
学
的
行
為
論
に
お
け
る
語
り
と
志
向
性
の
関
係
を
論
じ
た
も
の

と
し
て
、
古
荘
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
語
哲
学
』
の
各
所
を
参
照
。

30 

こ
の
点
は
、
池
田
喬
「
志
向
性
・
語
り
・
行
為
：
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
現
象
学
的
行
為

論
」（
成
城
大
学
文
芸
学
部
編『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
』、
第
二
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）

の
十
七
頁
と
注
十
五
を
参
照
。

31 

野
家
啓
一
『
科
学
哲
学
へ
の
招
待
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）
の

一
八
四
頁
以
下
を
参
照
。

32 

『
存
在
と
時
間
』第
七
節「
探
究
の
現
象
学
的
方
法
」Ｂ「
ロ
ゴ
ス
概
念
」で
は
、『
プ

ラ
ト
ン
』
講
義
と
の
思
索
的
連
続
性
を
ふ
ま
え
、「
語
り
と
し
て
の
ロ
ゴ
ス
は
明
ら
か

に
す
る
こ
と
（ēloun

）
だ
」
と
説
明
さ
れ
た
（SZ, 

§7, S. 32, vgl. G
A

19, 

§11, S. 
70

）。
プ
ラ
ト
ン
が
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
篇
で
「
オ
ノ
マ
と
レ
ー
マ
の
一
体
化
」
か
ら
考
察

し
た
ロ
ゴ
ス
論
に
あ
っ
て
、「
第
一
次
的
な
こ
と
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
（ēloun

）
で

あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
た
（G

A
19, 

§80, S. 594

）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

33 

こ
の
点
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
に
と
っ
て

「〝
真
理
〞
は
成
功
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
」
こ
と
に
注
目
す
る
池
田
「
志
向
性
・
語

り
・
行
為
」の
二
四
頁
と
、こ
の
論
考
で
批
判
的
検
討
が
施
さ
れ
る
以
下
を
参
照
。

D
a

sein
: E

rken
n

en
 u

n
d

 H
a

n
d

lu
n

g
: H

eid
eg

g
er im

 
phänom

enologischen K
ontext

34 

こ
の
点
は
、門
脇『
理
由
の
空
間
の
現
象
学
』の
第
五
章「
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る「
理

由
の
空
間
」の
拡
張
」を
参
照
。
併
せ
て
以
下
も
参
照
。

Tales of the 
M

ighty D
ead, pp. 298-301.
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四
　
指
標
詞
と
虚
実
複
合
の
成
否

　
小
稿
で
は
、
認
識
論
的
主
客
図
式
を
批
判
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
鍵
概
念
で

あ
る
「
世
界
内
存
在
」
の
観
点
か
ら
、
虚
構
上
の
諸
世
界
の
内
部
に
わ
れ
わ

れ
が
臨
在
す
る
仕
方
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
節
で
は
虚
実
複
合
の
成
否

に
注
目
し
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
が
映
像
を
小
道
具
と
み
な
す
理
由
を
あ
ら
た
め
て

ハ
イ
デ
ガ
ー
的
に
確
認
し
た
い
註
35

。

　
カ
ン
ト『
純
粋
理
性
批
判
』
で
は
、
自
己
の
意
識
に
の
ぼ
る
す
べ
て
が「
表

象（V
orstellung

）と
言
わ
れ
て
い
た
け
れ
ど（A

320 / B
376f.

）、ハ
イ
デ
ガ
ー

は
対
象
認
識
の
存
在
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
手
前
性
（=

物
在
性

）」
を
手
元
性
の
欠
如
態
と
し
て
提
示
し
（SZ, 

§16

）、
認
識

論
的
表
象
概
念
を
批
判
し
た
。
だ
か
ら
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
が
言
う
、
小
道
具
と

し
て
の
映
像
と
観
客
と
の
か
か
わ
り
は
、
認
識
論
的
な
表
象
を
介
し
た
主
客

関
係
で
は
な
く
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
い
方
で
表
現
す
れ
ば
、「
〜
の
た
め
に

（

）」
の
観
点
か
ら
見
た
（SZ, 

§18

）「
虚
構
上
の
用
具
的
存
在
者
（

）」
と
現
存
在
と
の
か
か
わ
り
で
あ
っ
た
註
36

。

　
こ
う
し
た『
存
在
と
時
間
』と『
プ
ラ
ト
ン
』講
義
と
の
関
係
を「
手
」の

タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
と
プ
ラ
テ
イ
ン
の
観
点
か
ら
確
認
し
て
い
た
の
が
、
こ
の

講
義
に
参
加
し
た
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
解
釈
で
あ
る
。

『
プ
ラ
ト
ン
』講
義
で
は
、
普
遍
的
善
の「
幸
福（

）」に
照
ら
さ

れ
た「
大
前
提
」の「
エ
ン
ド
ク
サ
」に
も
と
づ
き
つ
つ
、「
小
前
提
」で
は

「
善
き
行
為（eupraxis

）」と
い
う「
目
的
」へ
の「
手
段
」的
プ
ロ
セ
ス
を
具

（14）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

35 
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
主
著M

im
esis as M

ake-B
elieve: O

n the F
oundations of the 

R
epresentational A

rts （

田
村
均
訳
『
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
は
何
か
：
ご
っ
こ
遊
び
と
芸
術
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
に
は

独
自
の
〝representation

〞
概
念
が
各
所
に
登
場
す
る
け
れ
ど
、「
恐
が
る
」
論
に
は
登

場
し
な
い
（cf. F

F, p. 12, note 7

）。

田
村
均
と
高
田
敦
史
の
あ
い
だ
で
は

〝representation

〞
概
念
の
内
在
的
解
釈
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
が
あ
り
、
こ
の
点
は
、

さ
し
あ
た
り
田
村
均
「
事
物
と
私
た
ち
の
想
像
論
的
名
か
か
わ
り
に
つ
い
て
：
ケ
ン
ダ

ル
・
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
「
想
像
活
動
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
」（
名
古

屋
大
学
哲
学
会
編
『
名
古
屋
哲
学
論
集 
13
』、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

　
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
も
ち
ろ
ん
記
号
論
理
学
を
も
ち
い
て
手
元
性
と
手
前
性
、
了
解
・

解
釈
・
言
明
の
関
係
を
説
明
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
記
号
論
理
学
的
検
討
を
欠
く

点
で
小
稿
は「
恐
が
る
」論
の
外
在
的
解
釈
と
言
え
る
。
と
は
い
え「
恐
が
る
」論
を「
恐

が
る
」
論
た
ら
し
め
る
契
機
を
虚
実
複
合
に
見
出
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
「
日
常
性
の
解
釈

学
」
の
内
在
的
可
能
性
と
し
て
そ
の
虚
実
複
合
を
解
釈
し
う
る
と
い
う
小
稿
の
立
場

は
、
そ
の
か
ぎ
り
、
或
る
程
度
の
内
在
性
を
も
つ
と
も
言
え
る
。
虚
実
複
合
と
い
う

事
象
が
記
号
論
理
学
な
し
に
成
り
立
ち
え
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
事
象
の
哲
学
的
考

察
が
記
号
論
理
学
な
し
に
は
成
り
立
ち
え
な
い
と
田
村
と
高
田
が
論
じ
て
い
る
わ
け

で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
だ
と
す
れ
ば
、「
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
ウ
ォ
ル
ト
ン
」
と
い

う
知
的
物
差
し
を
小
稿
で
提
示
す
る
こ
と
は
哲
学
的
考
察
と
し
て
意
味
が
な
い
わ
け

で
は
な
か
ろ
う
。

　
た
だ
し
、「
恐
が
る
」
論
で
も
「
小
道
具
（prop

）」
と
し
て
の
「
映
像
（

）」
に

注
目
し
た
解
釈
は
可
能
で
あ
る
（cf. FF, p. 13, p. 18

）。
ウ
ォ
ル
ト
ン
のM

im
esis as 

M
ake-B

elieve

（『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
何
か
』）
に
か
ん
す
る
考
察
と
な
る
が
、「
小
道

具
」に
注
目
し
て「
空
名
の
指
示
」を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、成
瀬
翔「
虚
構
の
共
同
性
：

反
射
的
指
示
理
論
と
語
用
論
的
分
析
」（
名
古
屋
大
学
哲
学
会
編
『
名
古
屋
大
学
哲
学

論
集
』、
第
十
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
併
せ
て
清
塚
『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
哲

学
〔
改
訂
版
〕』
の
九
〜
十
二
頁
を
参
照
。

　M
im

esis as M
ake-B

elieve

（『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
何
か
』）
を
ふ
ま
え
た
虚
構
論
的

展
開
と
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。

Intelligence, and N
arrative T

heory

（
岩
松
正
洋
訳

『
可
能
世
界
・
人
工
知
能
・
物
語
理
論
』、
水
声
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
河
田
学

「
語ナ

レ
ー
シ
ョ
ン

る
行
為
の
存オ

ン
ト
ロ
ジ
ー

在
論
」（
大
浦
編
『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
論
へ
の
誘
い
』）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

36 

こ
の
点
は
、
清
塚『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
哲
学〔
改
訂
版
〕』
の
第
五
章「
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
語
用
論
（
三
） 

ご
っ
こ
遊
び
の
理
論
」
を
参
照
。
ま
た
虚
構
に
お
け
る
〈
も
の
〉
概

念
に
か
ん
し
て
は
、
高
田
敦
史
「
ス
ト
ー
リ
ー
は
ど
の
よ
う
な
存
在
者
か
」（
科
学
基

礎
論
学
会
編『
科
学
基
礎
論
研
究
』、第
四
四
号
、第
一
・
二
巻
、二
〇
一
七
年
）を
参
照
。

小
稿
の〈
も
の
〉
概
念
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が『
プ
ラ
ト
ン
』講
義
で
注
目
し
た
広
義
の「
な

す
こ
と
（prattein, poiein

）」
概
念
に
相
関
す
る
「
プ
ラ
グ
マ
（
な
さ
れ
た
こ
と
）」
概
念

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
語
で
〝

〞
や
〝D

ing

〞
と
訳
さ
れ
る
が
、
そ
の

プ
ラ
グ
マ
に
は
『
存
在
と
時
間
』
の
「
手
元
的
存
在
者
」
や
「
手
前
的
存
在
者
」
も
ふ
く

ま
れ
る
。
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体
的
状
況
に
そ
く
し
て
吟
味
す
る
実
践
的
推
論
に
あ
っ
て「
欲
求（orexis

）」

と「
実
践
的
ヌ
ー
ス（

）」

≒「
思
想（

）」註
37

は
連
携
し

て「
選
択（

）」を
な
す
仕
組
み
が
、
現
象
学
的
に
考
察
さ
れ
て
い

た（G
A

19, 

§23

）註
38

。

　
彼
女
は
そ
の
実
践
的
ヌ
ー
ス
を
「
実
践
理
性
（practical reason

）」
と
言
い

換
え
つ
つ

│
ハ
イ
デ
ガ
ー
は〝noein

（
直
知
す
る
こ
と
）〞
を〝

（
認
取
す
る
こ
と
）〞
と
訳
し
て
い
た
（G

A
19, 

§22, S. 145

）
│
、
手
の
比

喩
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

実
践
理
性
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
定
の
諸
条
件
の
も
と
で
は
欲

求（

）を
助
け
る
こ
と
で
あ
る
。「
欲
求
は
、
ち
ょ
う
ど
手
元
に（at 

）あ
る
も
の
に
」、
つ
ま
り
、
そ
う
し
て
簡
単
に
手
に
入
る
も
の
に

「
影
響
さ
れ
て
い
る
」。
こ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
本
能
的
欲

（appetite

）あ
る
い
は
欲
求
を
表
わ
す
た
め
に
使
用
さ
れ
る
、
ま
さ
に
そ

の
言
葉
がorexis

（
欲
求
）だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。orexis
は
、
も
と
も

と
の
意
味
が

（
求
め
る
）に
由
来
し
、
自
分
の
手
を
伸
ば
し
、
近
く

に
あ
る
も
の
に
手
が
と
ど
く
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
欲
求
の
充
足
が
未
来

に
あ
り
、
時
間
的
要
因
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
か
ぎ
り
、

実
践
理
性
は
欲
求
に
必
要
と
さ
れ
、
刺
激
さ
れ
る
。註
39

　
広
義
の
プ
ラ
テ
イ
ン
＝
ポ
イ
エ
イ
ン
に
か
ん
す
る
実
践
的
推
論
に
お
い
て

存
在
者
の
存
在
可
能
性
に
か
か
わ
る
情
態
的
了
解
と
そ
の
ロ
ゴ
ス
＝
語
り
は

〈
と
し
て
〉
的
分
節
化
で
あ
る
解
釈
へ
と
限
定
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
と
き
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
的
な
志
向
性
と
し
て
働
く
の
が
「
欲
求
（orexis

）」
で
あ
り
、

そ
れ
は
『
存
在
と
時
間
』
に
あ
っ
て
「
気
遣
い
（Sorge

）」
と
呼
ば
れ
た
。
こ

の
気
遣
い
は
、
用
具
や
事
物
に
か
か
わ
る
場
合
、「
配
慮
（B

esorgen

）」
と

呼
ば
れ
た
が
、
こ
の
配
慮
的
か
か
わ
り
に
対
応
す
る
存
在
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
手
元
性
と
そ
の
「
派
生
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
註
40

で
あ
る
手
前
性
と
は
『
存
在

と
時
間
』
の
日
常
的
な
存
在
理
念
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
こ

う
し
た
存
在
論
の
特
徴
を
ア
レ
ン
ト
が
把
握
す
る
さ
い
に
注
目
し
た
の
が
や

は
り
「
手
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
具
の
使
用
に
さ
い
し
て
そ
の
道
具
は
直

に
手
と
接
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
認
識
の
場
合
、
そ
の
対
象
は
眼
球
と

隔
た
り
、
手
元
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
手
前
性
に
も
と
づ
く
。

こ
の
よ
う
に
手
元
性
と
手
前
性
の
対
比
を
提
示
し
、
近
世
認
識
論
を
批
判
す

る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
日
常
性
の
解
釈
学
」
に
そ
く
し
て
考
察
す
る
と
、
ス
ラ

イ
ム
の
映
像
は
主
客
図
式
に
従
う
認
識
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
や

す
い
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ラ
ー
映
画
に
夢
中
に
な
る
場
合
、
ス
ラ
イ
ム
は
凝
視

さ
れ
る
現
実
の
映
像
で
あ
り
な
が
ら
、
と
は
い
え
、
手
元
性
に
も
と
づ
く
虚

構
上
の
用
具
的
存
在
者
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
に
は「
小
道
具
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
特
徴
づ
け
に
お
い
て
示
さ
れ
る
の
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
ウ
ォ
ル

（15）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37

The Life of the M
ind, Tw

o / W
illing, H

arcourt, 1971, 

§7, p. 58.

38 

『
存
在
と
時
間
』「
日
常
性
の
解
釈
学
」
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
は
テ
ク
ネ
ー
の
実

践
的
推
論
だ
が
（vgl. SZ, 

§69, SS. 359-361

）、『
プ
ラ
ト
ン
』
講
義
で
は
、
プ
ロ
ネ

シ
ス
の
実
践
的
推
論
も
丁
寧
に
論
じ
ら
れ
、
そ
の
大
前
提
が
『
存
在
と
時
間
』
の
「
本

来
性
分
析
」、
小
前
提
が
「
日
常
性
の
解
釈
学
」
に
そ
れ
な
り
に
は
対
応
し
て
い
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
講
義
に
お
け
る
「
実
践

的
推
論
」
と
「
知
慮
」
の
解
釈
に
つ
い
て
」（
日
本
現
象
学
会
編
『
現
象
学
年
報
』、
第

三
四
号
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39

T
he L

ife of the M
ind, Tw

o / W
illing, 

§7, p. 58.

40

Tales of the M
ighty D

ead, p. 326. 
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ト
ン
解
釈
の
射
程
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
な
り
の
広
義
の
知

識
論
が
語
り
出
さ
れ
た
文
脈
で
は
註
41

、
虚
実
の
複
合
に
失
敗
し
た
欠
如
態

の
事
例
、
つ
ま
り
、
ホ
ラ
ー
映
画
鑑
賞
に
没
頭
で
き
な
い
観
客
に
と
っ
て
ス

ラ
イ
ム
は
ご
っ
こ
上
で
配
慮
的
か
か
わ
り
を
も
つ
道
具
で
は
な
く
な
り
、
虚

構
へ
の
恐
怖
が
生
ま
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
事
例
も
、
や
は
り
手
前
性
が
手
元
性
の
欠
如
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
説
明
で

き
る
。

　
ウ
ォ
ル
ト
ン
が
記
す
と
こ
ろ
、「
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
思
っ
て
い
る
（
知
っ
て

い
る
）
の
は
、
ご
っ
こ
上
だ
が
グ
リ
ー
ン
・
ス
ラ
イ
ム
は
自
分
に
む
か
っ
て

お
り
、
そ
の
ス
ラ
イ
ム
に
自
分
が
殺
さ
れ
る
危
険
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
だ
」

が
、「
彼
の
半
恐
怖
は
こ
う
し
た
思
い
（belief

）
に
起
因
す
る（
10
）
」（FF, p. 

14

）註
42

。
こ
の
原
注（
10
）
に
は
（FF, p. 14, note 10

）、「
恐
が
る
」
論
を
収
め

た
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
論
集
『
他
人
の
立
場
で
』（
二
〇
一
五
年
）
で
以
下
の
補
足

﹇ 

﹈が
加
わ
る（
た
だ
し
、原
注
の
番
号
が
10
か
ら
９
に
変
更
さ
れ
て
い
る
）。

﹇
こ
の
思
い
は
そ
れ
自
体
で
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
半
恐
怖
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
な
い
と
私
は
言
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
酷
い
ホ
ラ
ー
映
画
を
観
て
い
る

と
気
が
つ
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
ご
っ
こ
上
で
は
自
分
が
深
刻
な
危
機
に

瀕
し
て
い
る
の
に
、
ま
っ
た
く
半
恐
怖
を
経
験
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
と
き
は
、
た
だ
笑
う
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。﹈註
43 

　
危
険
な
ス
ラ
イ
ム
に
半
恐
怖
を
い
だ
き
う
る
た
め
に
は
、
虚
実
複
合
世
界

を
開
い
て
ホ
ラ
ー
映
画
に
没
頭
す
る
な
か
、
ご
っ
こ
上
で
ス
ラ
イ
ム
が
近
づ

い
て
き
て
自
分
は
危
険
だ
と
想
像
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。そ
の
反
対
に「
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ラ
ズ
ベ
リ
ー
賞
」
を
贈
ら
れ
る
く
ら
い
に
出
来
の
悪
い
ホ
ラ
ー
映

画
な
ら
、観
客
は
夢
中
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、苦
笑
い
し
て
鑑
賞
を
や
め
る
か
、

寝
て
し
ま
う
だ
ろ
う
註
44

。
虚
構
と
現
実
の
複
合
に
失
敗
し
て
恐
怖
さ
え
感

じ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
成
功
し
た
ホ
ラ
ー
映
画
を
こ
う
し
て
駄
作
と
比
較
し
て
み
る
と
、
現
実
と

虚
構
の
あ
い
だ
で
手
元
性
に
も
と
づ
い
て
自
分
と
ス
ラ
イ
ム
を
同
時
に
指
示

す
る
指
標
詞
〝 it 

〞
と
〝

〞
は
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
が
考
え
て
い
る
以
上
に

重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ホ
ラ
ー
映
画
に
夢
中
に
な
り
、

現
実
と
虚
構
の
あ
い
だ
で
指
標
詞
を
つ
い
独
り
言
で
使
用
す
る
こ
と
は
、
現

実
と
虚
構
の
複
合
が
成
功
し
た
こ
と
を
明
示
的
に
証
立
て
る
か
ら
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
ウ
ォ
ル
ト
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
自
分
が
現

実
と
虚
構
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
明
示
し
、
つ
ま
り
、「
ご
っ

こ
上
で
は
ス
ラ
イ
ム
が
来
る
ぞ
」、「
ス
ラ
イ
ム
が
近
づ
い
て
く
る
の
は
虚
構

世
界
だ
」
と
言
う
必
要
は
な
い
（FF, p. 19

）。
こ
の
こ
と
も
、
夢
中
に
な
れ

る
ホ
ラ
ー
映
画
で
は
虚
実
複
合
が
観
客
に
は
潜
在
化
し
つ
つ
、
ス
ム
ー
ス
に

成
功
し
て
い
る
こ
と
を
証
立
て
て
い
る
。

　『
存
在
と
時
間
』
に
あ
っ
て
行
為
の
ス
ム
ー
ス
な
遂
行
は

│
道
具
の
使

用
に
せ
よ
、
事
物
の
観
察
に
せ
よ

│
、
こ
と
さ
ら
意
識
さ
れ
ず
に
日
常
世

（16）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

41 

古
代
知
識
論
が
現
象
学
的
に
認
識
論
化
す
る
仕
組
み
は
拙
著
『
超
越
の
エ
チ
カ
』

の
第
九
章
「
感
覚
の
享
受
、
知
識
の
倫
理
」
を
参
照
。
い
わ
ゆ
る
「
実
践
知
」
に
つ
い

て
は
、
拙
稿「
ハ
イ
デ
ガ
ー『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』講
義
に
お
け
る「
実
践
的
推
論
」と「
知
慮
」

の
解
釈
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

42 

こ
の
点
は
、高
田「
ス
ト
ー
リ
ー
は
ど
の
よ
う
な
存
在
者
か
」の
三
九
頁
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43 
K

. W
alton,  In O

ther Shoes

44 

観
客
が
そ
の
失
敗
作
を
個
人
的
に
コ
メ
デ
ィ
と
し
て
楽
し
め
る
な
ら
、
そ
れ
な

り
に
虚
実
複
合
の
世
界
が
開
か
れ
る
。
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界
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
ホ

ラ
ー
映
画
に
夢
中
に
な
る
こ
と
も
、
そ
の
仕
方
が
あ
り
ふ
れ
た
も
の
に
な
っ

た
か
ぎ
り
、
や
は
り
一
種
の
日
常
性
な
の
で
あ
る
。

＊
　
　

　
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
『
存
在
と
時
間
』
を
読
ん
で
い
た
と
思
う
く
ら
い
に
「
恐

が
る
」
論
の
長
所
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
で
あ
っ
た
。
小
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、『
プ
ラ
ト
ン
』
講
義
か
ら
『
存
在
と
時
間
』
に
至
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思

索
に
内
在
す
る
哲
学
的
可
能
性
と
し
て
の
「
恐
が
る
」
論
で
あ
っ
た
。

　
　
　
凡

　
例

　
小
稿
で〔 

〕に
よ
る
補
足
は
論
者
。
原
書
のitalic
に
よ
る
強
調
に
は
傍
点
を
ふ
す
。

　
引
用
の
さ
い
、SZ

は

の
第
十
七
版Sein und Zeit

、G
A

はV
ittorio 

の
ハ
イ
デ
ガ
ー
全
集
を
示
し
、
つ
づ
い
て
巻
、
節
、
頁
を
記
す
。

　
ケ
ン
ダ
ル
・
Ｌ
・
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
論
文
「
虚
構
を
恐
が
る
」
か
ら
の
引
用
は
、
次
の

略
号
を
も
ち
い
た
。

Jurnal of P
hilosophy, vol. 75, no. 1, 

January 1978. 

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
作
は

を
参
照
し
、
ラ
テ
ン
語
タ
イ

ト
ル
、
巻
、
章
、
頁
、ab

…
、
行
を
示
す
。

　『
純
粋
理
性
批
判
』
は
、
第
一
版
を
Ａ
、
第
二
版
を
Ｂ
で
表
記
す
る
。

　
慣
例
に
従
い
、
文
中
で
は
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
寛
恕
を
乞
う
次
第

で
あ
る
。
ま
た
邦
訳
が
あ
る
も
の
は
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
原
書
か
ら
の
引

用
は
す
べ
て
拙
訳
を
も
ち
い
た
。

﹇
付
記
﹈
小
稿
は
、
論
者
が
口
頭
発
表
し
た
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
分
析
美
学
：
恐
怖
に
つ

い
て
」（
日
本
比
較
文
化
学
会
、
東
北
支
部
会
、
二
〇
一
七
年
三
月
十
日
、
弘
前
学
院

大
学
）
の
一
部
に
大
幅
な
加
筆
と
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
コ
メ
ン
ト
を
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。

（17）
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